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要　旨
　本稿では，2019 年 10 月 2 日から 10 月 4 日に開催された ASFLA 2019 において企画
したテーマセッション “Linguistic Chronogenesis: Text, Time, and the Processing of 
Temporal Experience” について報告する。

キーワード： 時間表現，アノテーション，人工神経回路

　ASFLA 2019 （Australian Systemic Functional Linguistics Association） にて，“Linguistic 

Chronogenesis: Text, Time, and the Processing of Temporal Experience” というタイトル

でテーマセッションを開催した。

　ASFLA  は，オーストラリアに本部をおく選択体系機能言語学 （Systemic Functional 

Linguistics, 短縮表記 SFL） に関する学術団体である。SFL は，J.R. Firth のシステムの概念

をもとに M.A.K. Halliday が考案した，言語を社会記号体系としてとらえるアプローチであ

り，言語教育などにも応用されている。ASFLA 2019 は，2019 年 10 月 2 日から 10 月 4 日に

シドニーで開催された同学会の年次大会である。David G. Butt 先生の多大なご支援のもと，

時間生成学 A01 班の研究計画を共有するべく，時間に関するテーマセッションを開催した。

　テーマセッションでは，冒頭に Butt 先生より，プロジェクトの概要の説明と SFL におけ

る事象表現の扱いについて紹介された。

　続いて越智綾子により， “Tense in Japanese from a Systemic Functional Perspective” と

いうタイトルで，選択体系機能言語学  （e.g. Halliday & Matthiessen, 2004） の観点から日本

語の時間や時間的関係を表す語彙文法を記述するために，Matthiessen （1996） による英語の

時制についての文法記述をどのように適用するかという研究の指針を発表した。さらに，選

択体系機能言語記述 （e.g. Matthiessen, 2004） の手法で日本語の語彙文法記述を行うにあ
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たって直面している日本語特有の問題を共有した。

　浅原正幸は， “BCCWJ-TimeBank: Temporal and Event Infromation Annotation on Japanese 

Text” というタイトルで，TimeML （Pustejovsky, et al. 2003） による日本語時間情報つきタ

グ付きコーパス BCCWJ-TimeBank （Asahara, et al. 2014） について紹介した。また，『現代

日本語書き言葉均衡コーパス』の新聞記事データに対して，時間情報・事象情報・時間的順

序関係を付与するアノテーション基準およびアノテーションの一致率などについて報告し

た。

　小林一郎は， “Towards Construction of Artificial Neural Networks that recognizes time” 

というタイトルで，人工神経回路を用いてテキストの時間情報と脳活動データとの対照方法

の展望について紹介した。既存の画像からキャプションを生成するモデル （Vinyals, et al. 

2015） から発展して，画像からキャプションを生成するモデルと脳活動から画像の特徴量を

生成するモデルを融合させる研究 （Matsuo, et al. 2016） を発表した。さらに，LSTM を用い

て時間的順序関係を推定する研究 （Cheng & Miyao, 2017） を紹介した。
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  This article reports on the theme session entitled “Linguistic Chronogenesis: Text, Time, and the 
Processing of Temporal Experience”, which was held during  the ASFLA 2019 conference  from 
October the 2nd to the 4th, 2019.
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